
エキスパート２ 「自動車利用の動向」 

引用参考 国土交通省ホームページ 平成 24 年度国土交通省白書  

 

免許保有率は依然として高水準 

  若者の運転免許の保有率は、他の年齢層の免許保有率が上昇しているとは対照的に、

微減の傾向にある。この傾向は特に東京都において顕著であり、20代では 1991 年に

74.2％であった免許保有率が 2011 年には 63.5％まで減少している。ただし、2011 年時点

でも、全国においては 20代の 8割以上、30代においては 9割以上の者が免許を保有して

いることから、若者の免許保有率は依然として高い水準にあると言える。また、10代及び

20 代で免許保有率の低下が見られることについても、他の年齢層の免許保有率が上昇基調

で推移していることから、現在の若者についても取得年齢の後ろ倒しが起こっている可能

性もあり、免許取得意向が弱まっていると一概に言うことはできない。 

 

自動車保有率は属性により異なる動向 

  自動車保有率を世帯形態別に見ると、単身世帯では 1999 年から 2009 年の 10年間に 30

歳未満では 55.3％から 46.5％へ 8.8 ポイント、30代では 63.2％から 57.5％へ 5.7 ポイン

ト減少しているのに対し、二人以上の一般世帯では、30 歳未満で 87.5％から 81.5％まで

6.0 ポイント、30 代では 91.3％から 89.4％へと 1.9 ポイントしか減少しておらず、単身

世帯における減少が相対的に大きい。これは、二人以上の世帯、特に夫婦と子どもから成

る世帯等においては、同一目的地に複数人で移動する機会が多く、コストや利便性の観点

から公共交通機関よりも自家用車を選択することが多いためと推測される。 

 

東京都の免許保有率が全国と比べて大きな幅で減少している。自動車の保有率について

は、東京圏内においても、都心部に居住する者か郊外部に居住する者かで動向は異なる。

概して都市部では、電車やバス等の公共交通機関が充実していることから自家用車に拠ら

ずとも移動ができることや、自動車を保有した場合に駐車場の確保が難しい等の理由によ

り自動車保有率が低くなると考えられるが、東京圏についても、都心から離れた地域にな

ればなるほど自動車保有率が高くなる傾向にある。また、東京圏の地域別の自動車保有率

の経年変化を見ても、1998 年から 2008 年の間に都心近くでは自動車保有率が低下した

が、郊外部では保有率が増加している。 

  

自動車を保有せず、必要な時に利用する方法として、これまではレンタカーの利用が見

られたが、近年はカーシェアリングの利用も進んでいる。また、自動車の保有形態は、個

人専用から家族との共有にシフトしてきており、1999 年には 81.4％だった個人専用車の

割合が、2010 年には 66.8％まで減少している。 
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左側の文書を読み、「自動車利用の動向」について理解を深めよう。 

 

問１ 自動車利用の動向の特徴をまとめなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 自動車利用の動向の特徴を踏まえ、大気汚染防止対策につながる点をまとめなさ 

い。（次のグループ学習での発表資料となります。） 

 

 

 

 

 

 

 


